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地域スポーツ指導者が直面する困難
―特別な配慮が必要な子どもへの指導を通して―1）, 2）

藤 後 悦 子＊・三 好 真 人＊＊・大 橋 恵＊・井梅由美子＊

Difficulty for Coaching Children in Community Sports: Through Coaching Children with
Special Needs

Etsuko TOGO＊, Masato MIYOSHI＊＊, Megumi M. OHASHI＊and Yumiko IUME＊

Lifelong sports activities are expected to promote the physical and mental health of special needs chil-
dren and result in many other positive effects, such as social development and making friends. Many
children with special needs participate in community sports; however, their coaches are unlikely to be
experts on special needs children, or knowledgeable about them. A qualitative survey was conducted to
clarify the content of coaching and difficulties faced by coaches involved in community sports for special
needs children. Sports coaches (N = 13, 9 men, and 4 women) who have educated children with special
needs were interviewed. An M-GTA analysis extracted 6 categories and 25 concepts: “Problems faced,”
“ingenuity of relationships,” “difficulty in relationships with other children, ” “proactive relationships
with other children,” “relationship with parents,” and “self-change.” Results indicated that the coaches
were confused about their understanding of the background of children with special needs, although
they were trying to improve their skills. These results indicated the need for a training system for
coaching and parenting special needs children. We have presented recommendations for future sports
environments.

key words:M-GTA, children’s community sports, difficulties experiences, developmental disorders,
coaches

問題と目的

子どもにとってスポーツは，遊びの延長であり，ス
ポーツを通した身体，知的，精神面への肯定的影響が
幅広く示されている（杉原，2011）。特に障害児にとっ

てのスポーツとは，他者との共同性，ルールへの規範
意識，仲間づくり，自律性・社会性形成など様々な教
育的効果が期待される（上出，2017）。障害児のスポー
ツを後押しするものとして 2006年 12月 13日に国
連総会において採択され，2008年 5月に発効された
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障害者権利条約，障害者基本法（1970），スポーツ基
本法（2011），障害者差別解消法（2013）などが挙げ
られる。これらを基に地域における障害者スポーツ
普及促進に関する有識者会議では，障害児のスポー
ツ活動の推進として，「障害のある子供とない子供が
ともに学べる実践プログラムの研究開発」や「障害者
スポーツ指導者の派遣等による特別支援学校等の体
育・運動部活動の充実」など，多くの提案がなされ
た。しかし，それらは主に特別支援学校に通う子ども
達や既に診断名等を持つ子ども達を想定したものと
なっている。診断名を有さない発達障害を含む特別
な教育的ニーズのある児童等（以下，特別支援児とす
る）の多くは，通常学級に在籍しているのである。な
お本研究では，「特別支援児」を通常学級に通う発達
障害児および発達障害の可能性のある子どもと操作
的に定義する。
文部科学省（2012a）が実施した調査によると，学

習面又は行動面で著しい困難を示す者が 6.5％，学習
面・行動面ともに著しい困難を示す者が 1.6％いる
ことが明らかとなった。補足調査では，小中学校教員
の半数弱がこの 6.5％という数値が現状と一致する
と思わないと回答し（文部科学省初等中等教育局
特別支援教育課，2016），通常学級にいる特別支援児
は統計データよりも多い可能性を示唆した。
学校現場では，特別支援の考え方が普及する以前
から，多くの教員が日常場面や各授業で困難を抱え
る子ども達への対応を工夫してきた。加えて近年で
は，特別支援児への対応には，障害者差別解消法
（2013）に基づく「合理的配慮」の視点が取り入れら
れており，学校現場での研修では，特別支援は必須の
テーマとなっている。さらに，各自治体では特別支援
児への対応方法の手引きが作成され，当該児への理
解や指導法の普及活動が行われている。
例えば，本研究が対象とする運動場面に特化した
手引きとしては，神奈川県体育センター（2007）が
「支援を必要とする児童生徒のための体育指導の参
考」として 58ページにわたる資料を作成しており，
運動発達の知識，障害の特徴，実践例など豊富な内容
を紹介している。また体育の指導法に関する書籍も
多く出版されており，その一つとして「気になる子の
体育―授業で生かせる事例 52」（阿部，2015）では，
特別支援教育と体育の融合という視点から体育の基
礎感覚と特別支援の初期感覚を結びつけて説明して

いる。その書籍の中では，情報提示の仕方，スモール
ステップ，見通しの持ち方，個別配慮などの基本的な
知識を基に，体つくり運動，器械運動，陸上運動，水
泳，ボール運動，表現運動に分けて，つまずきの背景
と工夫点を示している。
このように学校現場では特別支援の視点は浸透し
ており，それは学校の教科教育で行われる「体育」で
も同様であるが，「体育」は週に数時間と限られてし
まっていることが課題であろう。ゆえに子ども達の
運動やスポーツの受け皿は課外活動が主となり，中
学生では部活動，そして小学生では放課後の習い事
や放課後児童クラブ（以下，学童とする），放課後こ
ども教室などが中心となる。特別支援児も当然なが
ら放課後は習い事に参加したり，学童や放課後子ど
も教室に参加したり，公園等で自主的に集まったり
してスポーツに親しんでいる。
子ども達が放課後にスポーツを行う場所をさらに
詳細に見てみると，習い事としての民間団体（例：ス
イミングスクール，体操教室など）や少年団の流れを
くむボランティア主体のスポーツ団体（例：野球，
サッカー，ミニバスケットボールなど），総合型地域
スポーツクラブなどが代表的なものとされよう（大
橋・藤後・井梅，2018）。また少し自由度が高くなる
が，特定のスポーツに特化せず，遊びの一環としてス
ポーツを行う場面としては，学童や放課後子ども教
室，児童館などが挙げられる。このように放課後の時
間に子ども達は様々な場所でスポーツを行うことと
なる。前述した通り，学校現場での実践の多くが地域
スポーツでも応用可能であるが，多くの放課後のス
ポーツ活動場面では，特別支援児への合理的配慮は
十分とは言い難い（滝村・野中, 2011）。
総合型地域スポーツクラブの約 3割に発達障害者
がいることや（文部科学省，2012b），通常学級で特
別支援児が 6.5％以上いることを考えると，地域の
スポーツ場面において，指導者は特別支援児と出会
い戸惑い，自分なりに工夫してスポーツ指導を行っ
ていると考えられる。臨床発達心理士として柔道指
導を行っている西村（2020）は，子どもの対応に関す
る質問を多く受けており，現場の指導者は，試行錯誤
の末に失敗を重ねることも多く，成果が出ない状況
が続くと，その原因を「子供の努力不足」「発達障害だ
から仕方がない」「保護者の理解不足」などに誤帰属
することを報告している。
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地域のスポーツを担う指導者は，職業コーチ，ボラ
ンティア主体の競技経験者や保護者コーチなど様々
な立場の人であり，多くの場合特別支援児について
十分な知識を持ち合わせているとは考えにくい。地
域スポーツの担い手と類似している学校部活動の外
部指導員を対象とした調査では，教員と比較して，研
修の機会や発達障害に関する知識が顕著に少なかっ
た（大杉・今田, 2016）。
日本経済新聞（2018）は特別支援児の指導に対し

て，運営する団体も指導者不足に悩む現状を指摘し
ている。民間の水泳教室の指導員 10名への調査によ
れば，知的障害・発達障害・肢体不自由児への対応
や指導方法を「人に聞いた」とする回答が最も多かっ
た（中澤・荒木, 2019）。これらの結果から，指導者は
様々な困難体験を持っているはずであるが，その対
処方法には乏しい現状が見えるのでないか。
特に社会性の問題や不器用さを抱える特別支援児
はスポーツ場面で不適応を生じやすいが，地域ス
ポーツでは，特別支援の視点が浸透していないだけ
に,一般的な教室では入会を断られるケースもある
（日本経済新聞，2018；立石，2017）。特別支援児が有
するスポーツ場面の困難さは，特にチーム球技で顕
著となり，具体的には他者と比較して「ジャンプしな
がらシュートすることができない」（43.3％），「靴ひ
ものシューズを結ぶのが難しい」（31.7％），「体の動
きがとてもぎこちない」（25.0％）などが示された（山
下・田部・石川・上好・至田・高橋，2010）。本来な
らば，これら特別支援児の特性を理解した上でのス
ポーツ指導が望まれるが，勝利至上主義傾向の強い
スポーツ活動の場所では，不器用で皆のようにでき
ないことに対し，過度に叱責されたり，連帯責任を求
められたり，威圧的に反省させられたりすることも
多く，子どもの傷つきにつながりやすい。
以上の現状を踏まえ，本研究では特別支援児のよ
りよいスポーツ環境の構築を目指し，地域で特別支
援児のスポーツに関わる指導上の困難の構造や実態
を体系的に整理し，指導者の関わりの工夫や不足点
を明らかにすることを目的とする。その際，日常的な
生活面や学習面とは異なる放課後の時間を扱い，さ
らに学校における体育指導ではなく，地域スポーツ
の指導者の特徴を明らかにしていくこととする。
本研究が焦点を当てる「地域で特別支援児のス
ポーツに関わる指導者」は今まで取り上げられるこ

とが少なかったテーマであり，より詳細に現場の事
例を取り上げるためにインタビュー調査による質的
研究法を採用する。さらに，調査対象者となる指導者
の枠組みを競技スポーツに留めず，遊びの中でドッ
チボール等のスポーツに関わる機会が多い学童の指
導者も対象とし，幅広く特別支援児のスポーツ指導
の現状を捉えることとした。

方 法

対象者の選定
対象者は，著者らの知人による紹介や対象者によ
る紹介という縁故法式サンプリングにより集められ
た 13名（男性 9名，女性 4名）であり（Table 1），
その選抜基準は「地域スポーツの指導者」かつ「発達
に課題を抱えた（特別な配慮が必要な）子どもの指導
経験がある者」とした。また，放課後の様々な場面で
スポーツ指導に携わる者とするため特定の種目では
なく，複数の種目を取り入れるように試みた。調査者
は，筆頭著者を含む著者 3名が務めた。
調査期間とインタビュー手続き

2018年 7月から 2019年 3月に，エピソード・イ
ンタビューを行った（Flick，2007）。この方法は「ナ
ラティブ・インタビューと半構造化面接の両方の長
所を活かそうとする」（Flick，2007）ものである。対
象者の体験を重視する（ナラティブ）に合わせて，研
究者の関心による質問によってインタビューを行う
（半構造化）ことで現象へ迫ることを試みた。本研究
では，まず「発達に課題を抱えた子（特別な配慮が必
要な子）が活動に参加してきた時の体験を教えてく
ださい」というガイドで語りの生成を促した後，体験
に関するエピソードへの質問や詳細を調査者が適宜
訊ねるスタイルをとった。具体的には，「特にどのよ
うな点が気になりましたか」「どのような対応や工夫
でしたか」「保護者との連携とはどのような様子でし
たか」「発達に課題を抱えた子に関する研修がないな
かでどのような工夫がなされましたか」などの質問
を追加して深めていった。
調査開始前に，本研究の趣旨，研究への参加は自由
意思であること，データは研究目的以外に使用され
ないこと，録音されたデータは厳重に保管すること，
匿名性を守ること，公表は学術発表のみであること
を文章と口頭にて説明し，録音の許可を含む承諾書
へのサインを求めた。対象者には著者が所属する大
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Table　1　調査対象者の概要

No スポーツに関わる
場所 スポーツの種目 チームの

志向性 性別 年齢 雇用形態 指導歴 調査
人数

インタビュー
時間

 1 クラブチーム バスケ 競技 男性 20 代 非常勤/学生  4 年 2 名 31 分 38 秒
 2 クラブチーム サッカー 競技 男性 20 代 常勤  7 年 2 名 19 分 26 秒
 3 総合型地域スポーツ バスケ レク 男性 20 代 非常勤/学生  2 年 2 名 42 分 31 秒
 4 総合型地域スポーツ バスケ レク 男性 30 代 常勤 12 年 2 名 33 分 47 秒
 5 総合型地域スポーツ バスケ レク 女性 20 代 非常勤/学生  7 年 1 名 37 分  9 秒
 6 ボランティア主体の

地域スポーツ
バスケ レク 男性 20 代 非常勤/学生  3 年 1 名 18 分 61 秒

 7 民間スクール（道場） 柔道 競技 男性 20 代 ボランティア/
学生

 4 年 1 名 63 分  1 秒

 8 民間スクール バスケ 競技 男性 20 代 非常勤/学生  6 年 1 名 13 分 35 秒
 9 民間スクール バスケ 競技 男性 30 代 常勤 12 年 2 名 55 分 15 秒
10 民間スクール バスケ レク 女性 20 代 常勤  8 年 1 名 37 分  9 秒
11 学童 ドッチボール・

サッカー等
レク 女性 20 代 常勤  2 年 2 名 51 分  6 秒

12 学童 ドッチボール・
サッカー等

レク 男性 30 代 常勤 10 年 3 名 29 分 35 秒

13 学童 ドッチボール・
サッカー等

レク 女性 30 代 常勤 13 年 3 名 29 分 57 秒

注）競技志向性のものを「競技」，レクリエーション志向のものを「レク」とした。

学の卒業生も含まれたため，関係性の統制のために
可能な限り複数の調査者で対応した。
データ分析
本研究では修正版グラウンデッド・セオリー・ア
プローチModified Grounded Theory Approach（木
下，2007：以下，M-GTAとする）を用いて分析を
行った。分析は以下の 6つの過程を経た。（a）インタ
ビューを全て逐語化しローデータを作成した。
（b）ローデータを精読し分析の指針を定めた。M-
GTAでは，研究の対象となる「分析焦点者」と，分
析の方向性を定める「分析テーマ」を設定し分析をす
る。本研究では「分析焦点者」を「地域で特別支援児
のスポーツに関わる指導者」，「分析テーマ」を「発達
に課題を抱えた子どもに応じる地域スポーツ指導者
の体験」と設定した。（c）設定した分析焦点者の発言
の中の，分析テーマに合致する発言を全て抽出し，発
言が何を表現しているのかを抽象度を上げて表現し
たものを「概念」として生成した。概念を生成する際
には，「分析ワークシート」（木下，2007）を作成した。
分析ワークシートには，「概念名」「概念の定義」「具体
例」および解釈の検討・疑問・アイデアを記録する
「理論的メモ」欄を設けた。ローデータの中の分析
テーマについて発言していた箇所が分析ワークシー
トを用いて分析された。例えば，「ひとりベンチの

端っこ行ってコーチが言っても何も耳を貸さない，
仲間の声にももう完全に。自分の世界に閉じこも
るって子がいて，僕は初めて見たんでそういう光景
を。」という発言をワークシートの「具体例」欄に書
き込み，その後，発話の抽象度を上げる解釈をした結
果，「概念」欄は「未知の状況での戸惑い」とし，「概
念の定義」欄に「健常発達の児童の指導をしていた
コーチ達にとって，発達に偏りのある子との出会い
は未知の状況であった」と書き込んだ。（d）分析の
妥当性を確認するために臨床心理学を専門とする大
学教員 3名と社会心理学を専門とする大学教員 1名
から成るメンバー間でチェックを行い，この段階で
生成された 30概念を確認した。その作業で，具体例
が少なかったり，分析テーマとの整合性が見られな
かったりした 5概念が削除された。残った 25概念と
146の具体例の関係が適切か否かを各自で評定し
た。結果，具体例と概念の関係が不一致とされたもの
が 25箇所（一致率 81.6％）挙がり，不一致となった
ものは除外する，もしくは「類似例」を探し他の概念
と統合することで継続的比較を繰り返した。（e）25
概念を「カテゴリー」としてまとめる作業を分析者
1名が行い，出来上がったものを 3名の分析者が確
認した。また分析者は，臨床心理士の有資格者が 3
名おり，発達障害児の支援経験を有し，地域スポーツ
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の研究や実践に約 10年以上関わってきた。本研究に
おける著者らの立場は，実践者ではなく研究者とし
た。この段階で合意の得られなかったカテゴリーは
なかった。（f）さらに，6つのカテゴリーはエピソー
ドとして時系列に記述できると判断した。そこで，カ
テゴリーグループを作成し指導者の体験プロセスと
して提示した。以上のプロセスを通して，結果を精緻
化する工夫を行った。
倫理的配慮
本研究は，事前に第一著者の所属大学の倫理委員
会にて承認を得た（承認番号 81）。

結 果

生成された 6カテゴリー，25概念と発言例を Ta-
ble 2にまとめた。以下に 6つのカテゴリーをストー
リーライン形式で説明する。文中では，【 】→カテ
ゴリー，〈 〉→概念と表記する。
指導者として直面する課題
地域スポーツ指導者が，特別支援児に応じる際に

【指導者として直面する課題】がある。まず，これま
で見たことのないような状況を呈する子どもに対峙
し〈未知の状況での戸惑い〉を感じることになる。ま
た，問題特性によって〈指示が入らない〉ことが多い。
〈叱る対応〉をするが，指導が上手くいくことは少な
く〈失敗〉を重ねている。そのような中，特別支援児
について理解をしようと学ぶ場を求めるが，〈学びの
場がない〉という問題にも直面していた。
他児との関わりでの困難
特別支援児を指導者が個別に対応しているだけで
は，全体のスポーツ指導が成り立たない。【他児との
関わりでの困難】が挙がる。特別支援児は，チームを
動かす上で必要な〈集団で動くのが難しい〉。競技能
力の向上の面でも〈他児と足並みをそろえることが
難しい〉上に，〈他児とのトラブル〉も頻発し，〈一人
ぼっちになってしまう〉。また，個別指導を重視する
必要性から〈指導の時間をとられてしまう〉。一方，
個別指導の有効性を理解しつつも〈接する時間が足
りない〉との実感もあり，他児の指導とのバランスに
困難を覚える。
保護者との関わり
地域スポーツに特別支援児を参加させる際には

【保護者との関わり】も生じてくる。まず，〈保護者の
意向をくみ取る〉ところから始まる。特別支援児の地

域スポーツへの参加ニーズはどういったものなのか
によって指導の方針が変わってくる。そのような意
思の確認をすること，かつ，問題の特性を知るために
も〈保護者との連携〉が積極的に行われる。ここで対
象となる保護者は，当該児の保護者のみではない。指
導内で起こるトラブルや他児との関わりで起きるト
ラブルに対して〈他児の保護者からの指摘への対応〉
が必要になる。結局，参加の困難から当該児の保護者
の方から〈指導の中断〉を申し出てくることも少なく
ない。
子の特性に応じた関わり・工夫
課題に直面する中，【子の特性に応じた関わり・工
夫】を模索する。まずは，〈指導者間での協力体制〉が
組まれる。指導者は一人で子どもたち全員を見てい
るわけではないため，特別支援児に対するシフトを
組み，〈個別対応を重視〉する。また，特別支援児の
〈特性に応じる〉ことで，できる範囲のことをやらせ
ることも重要である。〈無理強いはしない〉ようにし
て，子どもを傷つけるより，競技が〈「好き」が大事〉
という気持ちを持って参加させることの大切さを実
感する。〈その子なりの頑張りを認める〉ことででき
たことを大事にするアプローチも行われていた。ま
た，専門的な知識を〈学びの場を求める〉ことで，当
該児を理解しようという姿勢もある。
指導経験を通じた自身の変化
特別支援児を指導する中で，指導者自身にも変化
が生じる。否定的な側面としては〈指導者の傷つき〉
がある。これまでの指導法が通じなかったことの
ショックは大きい。一方，肯定的な側面として，〈関
わりを通じた指導者の成長〉が挙がる。特別支援児へ
の指導を通じて，自身の指導力を高めることができ
たという実感である。
他児の関わりを指導機会にする工夫
特別支援児との関わりを通じた経験は困難ばかり
でない。【他児の関わりを指導機会とする工夫】とと
らえるようにする。まず，特別支援児が〈他児の理解
による協力〉を通してスポーツ活動に参加すること
ができるようになる場合がある。そのことは，特別支
援児にとってだけでなく，〈関わりを通じて他児の成
長を促す〉ことにもなるととらえていた。以上のよう
なストーリーラインをもとに，「課題」とその「工夫」
による「結果」という時系列にグループ分けたしたも
のを Figure 1に示す。
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指
導
者
と
し
て

直
面
す
る
課
題
未
知
の
状
況
で
の
戸

惑
い
（
4）

定
型
発
達
の
児
童
の
指
導
を
し
て
い
た
コ
ー
チ
た
ち
に

と
っ
て
，
特
別
支
援
児
と
の
出
会
い
は
未
知
の
状
況
で

あ
っ
た

・
ひ
と
り
ベ
ン
チ
の
端
っ
こ
行
っ
て
コ
ー
チ
が
言
っ
て
も
何
も
耳
を
貸
さ
な
い
，
仲
間
の
声
に
も

も
う
完
全
に
。
自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
っ
て
子
が
い
て
，
僕
は
初
め
て
見
た
ん
で
そ
う
い
う

光
景
を
。（
in
fo
.1）

指
示
が
入
ら
な
い（
9）
集
団
を
対
象
に
指
示
を
出
し
て
も
特
別
支
援
児
に
は
指

示
が
入
ら
な
い
様
子

・
み
ん
な
で
準
備
体
操
し
て
，
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
，
わ
ぁ
ー
っ
て
散
ら
ば
っ
て
遊
ぶ
，
み
た
い
な

感
じ
な
ん
で
す
け
ど
，
そ
の
子
は
ま
ず
，
声
を
か
け
た
時
点
で
動
か
な
い
。（
in
fo
.10
）

叱
る
対
応
で
失
敗（
5）
当
初
は
特
別
支
援
児
へ
叱
る
と
い
う
指
導
を
し
て
い
た

が
失
敗
で
あ
っ
た

・
最
初
は
ま
あ
，
叱
っ
た
り
と
か
し
ち
ゃ
っ
た
り
と
か
で
，
そ
れ
で
う
ま
く
い
か
な
い
な
あ
っ
て

い
う
の
が
僕
な
り
に
分
か
っ
て
。（
in
fo
.5）

学
び
の
場
が
な
い（
3）
特
別
支
援
児
へ
の
対
応
を
学
ぼ
う
と
す
る
が
，学
び
の
場

所
が
な
い

・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
，
指
導
者
が
勉
強
す
る
場
が
な
い
…
。（
in
fo
.1）

他
児
と
の
関
わ

り
で
の
困
難

他
児
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
こ
と
が
難
し

い
（
11
）

競
技
面
に
お
い
て
，他
児
が
で
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
，
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

・
個
人
ス
キ
ル
の
ほ
う
だ
と
や
っ
ぱ
り
，
他
の
子
は
で
き
て
て
も
，
そ
の
子
は
で
き
な
く
て
っ
て

い
う
感
じ
で
す
ね
。（
in
fo
.4）

他
児
と
の
ト
ラ
ブ
ル

（
8）

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
，他
児
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が

多
い

・
ル
ー
ル
の
と
こ
ろ
で
固
執
し
ち
ゃ
っ
て
，
一
緒
に
や
っ
て
る
子
が
，
つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
り
と

か
，
ま
，
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
。（
in
fo
.8）

一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
（
4）

集
団
で
の
行
動
が
苦
手
な
た
め
，集
団
か
ら
孤
立
し
一
人

で
い
る
こ
と
が
多
い
様
子

・
集
団
に
馴
染
み
づ
ら
く
て
，
1
人
ぼ
っ
ち
に
な
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
，
っ
て
い
う
子
。
練

習
会
の
場
所
に
入
っ
て
こ
れ
な
い
。（
in
fo
.11
）

指
導
の
時
間
を
と
ら

れ
て
し
ま
う
（
8）

手
の
か
か
る
指
導
や
多
発
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
に
，指

導
時
間
が
特
別
支
援
児
に
多
く
か
か
る

・
や
っ
ぱ
り
か
ま
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
か
，
接
し
て
い
る
時
間
が
と
ら
れ
ち
ゃ
う
と
，
他
の
子
た

ち
は
も
っ
と
一
生
懸
命
や
り
た
い
，
や
っ
ぱ
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
ち
ゃ
う
。（
in
fo
.9）

接
す
る
時
間
が
足
り

な
い
（
3）

他
の
子
の
指
導
へ
の
時
間
も
か
か
る
た
め
，特
別
支
援
児

と
は
い
え
，
丁
寧
に
指
導
す
る
時
間
は
不
足
し
て
い
る

・
大
勢
い
る
中
で
話
す
機
会
も
な
い
で
す
し
，
そ
の
子
を
知
る
時
間
が
短
か
っ
た
ん
で
，
そ
の
子

へ
の
理
解
が
難
し
か
っ
た
っ
て
い
う
の
は
あ
っ
た
。（
in
fo
.3）

集
団
で
動
く
の
が
難

し
い
（
6）

子
の
特
性
上
，
集
団
で
動
く
の
が
難
し
か
っ
た
り
，
集
団

の
規
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

・
集
団
の
中
で
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
だ
っ
た
り
，
落
ち
着
き
な
い
子
が
い
る
と
，
ち
ょ
っ
と
大
変

か
な
っ
て
，
電
車
と
か
公
共
の
場
に
引
率
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
。（
in
fo
.10
）

保
護
者
と
の
関

わ
り

保
護
者
の
意
向
を
く

み
取
る
（
5）

保
護
者
が
ど
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
の
理
解

・
子
供
た
ち
と
，
そ
の
奥
の
保
護
者
の
方
と
両
方
意
識
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
，
み
た
い
な
。

（
in
fo
.9）

保
護
者
と
の
連
携（
6）
特
別
支
援
児
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
，子
の
親
と

障
害
や
問
題
特
性
に
つ
い
て
の
連
携
を
図
る

・
保
護
者
の
方
に
障
害
持
っ
て
る
子
は
，
あ
の
，
登
録
し
て
も
ら
う
時
点
で
面
談
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
，
軽
く
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
て
細
か
い
こ
と
も
結
構
共
有
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
。（
in
fo
.10
）

他
児
の
保
護
者
か
ら

の
指
摘
へ
の
対
応（
3）
他
の
保
護
者
か
ら
特
別
支
援
児
の
ト
ラ
ブ
ル
や
迷
惑
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と

・
あ
の
子
全
然
指
示
通
り
に
や
っ
て
な
い
ん
で
，迷
惑
か
か
っ
て
る
ん
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
，っ

て
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
。（
in
fo
.11
）

指
導
の
中
断
（
3）

参
加
の
な
か
で
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
，親
子
で
退
団
と
い
う

決
定
が
さ
れ
る

・
結
局
「
ご
迷
惑
お
か
け
し
ち
ゃ
う
ん
で
や
め
ま
す
」
っ
て
。
私
た
ち
じ
ゃ
な
く
て
，
お
う
ち
の

方
の
判
断
で
や
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
。（
in
fo
.7）
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子
の
特
性
に
応

じ
た
関
わ
り
・

工
夫

指
導
者
間
で
の
協
力

体
制
（
9）

指
導
者
間
で
連
携
す
る
こ
と
で
，
一
人
で
関
わ
ら
ず
，
関

わ
り
の
工
夫
を
す
る

・
僕
が
メ
イ
ン
で
練
習
を
担
当
し
て
る
場
合
は
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
コ
ー
チ
に
お
願
い
し
て
や
っ

て
も
ら
う
っ
て
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
し
。（
in
fo
.9）

個
別
対
応
を
重
視

（
11
）

集
団
で
な
く
，極
力
個
別
で
関
わ
る
こ
と
で
問
題
を
防
ぐ

工
夫

・
個
別
に
し
て
い
く
と
，
結
構
落
ち
着
い
て
い
っ
た
り
す
る
な
あ
，
っ
て
い
う
の
は
思
っ
て
る
の

で
。（
in
fo
.7）

特
性
に
応
じ
る
（
6）

特
別
支
援
児
の
特
性
に
応
じ
て
，関
わ
り
方
を
工
夫
す
る

こ
と

・
多
動
っ
ぽ
か
っ
た
で
す
ね
，
は
い
。
な
ん
で
，
そ
の
頃
は
，
な
ん
て
い
う
ん
で
す
か
ね
，
動
き

を
活
用
し
た
練
習
を
し
た
。（
in
fo
.11
）

無
理
強
い
は
し
な
い

（
3）

出
来
な
い
こ
と
や
，苦
手
な
こ
と
を
無
理
に
や
ら
せ
る
の

で
は
な
く
，
様
子
を
み
る
と
い
う
姿
勢

・
動
き
た
く
な
る
の
は
し
ょ
う
が
な
い
し
，
ま
あ
な
ん
と
な
く
私
も
分
か
っ
て
た
ん
で
。
逆
に
我

慢
し
て
，
爆
発
し
て
手
が
付
け
ら
れ
な
く
な
る
っ
て
こ
と
が
起
こ
る
よ
り
は
あ
る
程
度
容
認
し
た

ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
私
は
思
っ
た
ん
で
。（
in
fo
.7）

「
好
き
」
が
大
事
（
5）
出
来
な
い
こ
と
も
多
い
が
，ま
ず
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

競
技
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス

・
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
は
た
ぶ
ん
好
き
だ
と
思
う
の
で
，
そ
の
好
き
っ
て
気
持
ち
を
無
く
さ
せ
な

い
よ
う
な
配
慮
は
必
ず
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
っ
て
い
う
の
は
思
っ
た
ん
で
。（
in
fo
.3）

そ
の
子
な
り
の
頑
張

り
を
認
め
る
（
3）

出
来
な
い
こ
と
も
多
い
が
，出
来
た
こ
と
や
が
ん
ば
っ
た

こ
と
を
認
め
る

・
手
も
痛
い
と
か
，
ま
め
が
割
れ
て
も
，
も
う
平
気
み
た
い
な
。
一
回
経
験
し
て
自
信
に
な
る
と

す
ご
い
ん
だ
な
っ
て
。（
in
fo
.12
）

学
び
の
場
を
求
め
る

（
3）

子
へ
の
関
わ
り
を
工
夫
す
る
た
め
に
，特
性
や
障
害
に
つ

い
て
専
門
的
に
学
ぶ
場
を
求
め
る
工
夫

・
落
ち
着
き
な
い
子
だ
っ
た
り
と
か
い
る
ん
で
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
ス
キ
ル
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
け
ど
，
そ
う
い
う
知
識
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
ら
，
指
導
が
楽
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

（
in
fo
.13
）

指
導
経
験
を
通

じ
た
自
身
の
変

化

指
導
者
の
傷
つ
き（
5）
こ
れ
ま
で
の
指
導
法
が
通
用
し
な
か
っ
た
り
，指
導
が
通

ら
ず
指
導
者
が
傷
つ
く

・
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う
と
思
う
と
，
結
構
，
心
が
折
れ
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
，
喋
っ
て
て
言
う

こ
と
聞
か
な
か
っ
た
り
み
た
い
な
。（
in
fo
.13
）

関
わ
り
を
通
し
た
指

導
者
の
成
長
（
5）

特
別
支
援
児
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
，指
導
者
が
成
長
す

る
様
子

・
僕
的
に
は
や
っ
ぱ
り
磨
か
れ
る
，
こ
う
い
う
子
た
ち
が
い
る
と
，
ど
う
対
応
す
べ
き
か
っ
て
い

う
の
は
中
々
経
験
し
な
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
ご
く
磨
か
れ
て
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
in
fo
.9）

他
児
の
関
わ
り

を
指
導
機
会
に

す
る
工
夫

他
児
の
理
解
に
よ
る

協
力
（
4）

他
の
子
が
特
別
支
援
児
へ
理
解
を
示
す
こ
と
で
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
参
加
を
助
け
て
く
れ
る
こ
と

・
面
倒
見
が
い
い
上
級
生
と
か
，
そ
う
い
う
の
が
で
き
そ
う
な
子
に
，「
フ
ォ
ロ
ー
頼
む
ね
」
と

か
っ
て
言
い
な
が
ら
や
っ
た
り
と
か
は
し
ま
す
ね
。（
in
fo
.7）

関
わ
り
を
通
じ
て
他

児
の
成
長
を
促
す（
3）
問
題
を
抱
え
た
子
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
，他
の
子
の

成
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
考
え

・
そ
う
い
う
子
た
ち
じ
ゃ
な
い
子
た
ち
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
し
，
お
互
い
そ
の
存
在
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
，プ
ラ
ス
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
運
営
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。（
in
fo
.11
）
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Figure　1　地域スポーツ指導者の指導体験過程の概念図
注）太い罫線の四角は，カテゴリーを示し，その下の四角は，概念のまとまりを記載した。

考 察

近年特別支援児のスポーツ推進が叫ばれ，地域が
その受け皿となる必要性が謳われている。地域で子
どものスポーツに関わるのは，民間のスポーツ教室
やスポーツ少年団，総合型地域スポーツクラブ等の
指導者，武道を中心に道場等でスポーツを教える指
導者，さらに学童など遊びの中で子どもにスポーツ
を教える学童の指導員など実に様々である。
特別支援児に応じる際に直面する課題
地域スポーツ指導者が特別支援児に応じる際に直
面する課題がある。まず，これまで見たことのないよ
うな状況を呈する子どもに対峙し〈未知の状況での
戸惑い〉を感じることになる。これは，放課後の活動
のスポーツ指導者のみにかかわらず，日常場面にお
いても特別支援児と接したことがない人であれば誰
にでも生じうる戸惑いであるかもしれない。
学童などで子ども達が自発的に行うスポーツや運
動遊びなどと比較して，競技性の高いスポーツでは，
短期間で成果を上げるためにも指導者の指示に基づ
いた技術向上が求められる。しかし，現実は子どもの
特性によって〈指示が入らない〉ことが多いため，指

導者は〈叱る対応〉を行うが，やはりうまくいかず
〈失敗〉を重ねることが多い。これは西村（2020）が
指摘しているように，指導に工夫をしても成果が出
ないと，子どもや家族の責任にしてしまうこととも
類似する。指導者は，指導に葛藤しながらも，特別支
援児について理解をしようと学ぶ場を求めるが，〈学
びの場がない〉という問題にも直面していた。例え
ば，日本スポーツ協会公認スポーツ指導者のジュニ
アスポーツ指導員の科目カリキュラム（2021）の研修
内容を概観すると，子どもにおけるスポーツの価値
やジュニアスポーツの指導者の役割，コーチングや
心理的側面などを扱う充実した内容となっている
が，特別支援児に関する知識は盛り込まれていな
かった。
地域スポーツの中に特別支援児が一定数いるなら
ば，特別支援児に関する基礎的な知識や対応方法を
学ぶ機会の保障が急務ではないだろうか。田中・奥
住・大井（2020）は，特別支援児を含めた全ての子ど
もが失敗した際やできないことにぶつかった際に
「手伝って」「ドンマイ」と互いに言える共感的関係性
をインクルーシブ教育の実践で作り上げた。このよ
うに障害の有無を超えた地域スポーツに関わる全て
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の人との間に共感的関係性が望まれる。
特別支援児への対応の難しさは，他児との関わり
が生じてくる中での困難がある。特別支援児は，チー
ムを動かす上で必要な〈集団で動くのが難しい〉ので
ある。競技能力の向上の面でも〈他児と足並みをそろ
えることが難しい〉上に，〈他児とのトラブル〉も頻
発し，〈一人ぼっちになってしまう〉状況がある。ま
た，個別指導の必要性が高く〈指導の時間をとられて
しまう〉こともある。一方，個別指導の有効性を理解
しつつも〈接する時間が足りない〉との実感もあり，
他児の指導とのバランスに困難を覚える。
このように，特別支援児と指導者間での課題と，
チームスポーツとしての他児との関係性の中での課
題との相互作用によって指導者の困難さが大きく
なっていくという構造があるのだろう。民間のス
ポーツ団体では月謝，地域スポーツではボランティ
アという対価を支払うため，費用対効果の観点から
も保護者は子どもへの技術向上や我が子への指導者
の適切な関わりを期待する（大橋・井梅・藤後，
2020；藤後・大橋・井梅，2020）。指導者は，保護者
の期待を直接感じながら集団の中での個の成長を保
障する必要があるため負担は大きくなろう。
指導者の関わりの工夫や不足点
指導者は，課題に直面する中，関わりの工夫を模索

する。まず，〈指導者間での協力体制〉を組む。指導
者は一人で子ども達全員を見るわけではないため，
特別支援児に対するシフトを組み，〈個別対応を重
視〉する。また，特別支援児の〈特性に応じる〉こと
で，できる範囲のことをやらせることも重要である。
〈無理強い〉をして子どもを傷つけるより，競技を
〈『好き』という気持ちが大事〉である。〈その子なり
の頑張りを認める〉アプローチも行われていた。今回
インタビューでは，以前であれば顕在化していたで
あろう否定的・排他的な意見は少なかった。指導方
法を工夫しているチームが多かったこともあるが，
一方で社会全体に特別支援への理解が進んできたと
いえるのかもしれない。また，専門的知識について
〈学びの場を求める〉ことで，子どもを理解しようと
いう姿勢も認められた。特別支援児の特性に応じた
「わかる」ための工夫は，他の子ども達にとってもま
た行動しやすくわかりやすいというメリットがある
だろう（河村・武蔵，2017）。
次に，地域スポーツでの特徴でもある保護者との

関わりを見ていく。地域スポーツは，送迎や当番，試
合の応援など保護者が深く関与することになる
（Doyle, 2013）。保護者は，目の前で子ども達の行動
や指導者の対応を常に見ることができる。ゆえに，指
導者は，保護者からのネガティブな影響も大きく，大
橋・井梅・藤後・川田（2017）の調査によると，コー
チが困ったと感じることの内容として，「親からの文
句や関心」「親が熱心すぎる」などの保護者への対応
が 22.7％と最も高かった。
一方で，保護者との距離が近いとういことは，保護
者と情報交換や連携もしやすいことを意味する。こ
の利点を生かし，指導者はまず〈保護者の意向をくみ
取る〉ところから始めていた。特別支援児の地域ス
ポーツへの参加ニーズによって指導の方針が変わっ
てくる。意思の確認をすること，かつ，問題の特性を
知るためにも〈保護者との連携〉が積極的に行われて
いた。保護者との関係は，当該児の保護者のみではな
い。指導内で起こるトラブルや他児との関わりで起
きるトラブルに対して〈他児の保護者からの指摘〉が
なされ，特別支援児の保護者の方から〈指導の中断〉
を申し出てくることも少なくない。この状況では，子
ども達やその背後にいる保護者達もストレスを感
じ，チーム全体の人間関係の葛藤につながる。
学校教育と大きく異なる点は，習い事など義務教
育でないものに関しては，〈指導の中断〉の申し出が
可能であるということであろう。スポーツの指導場
所が親子にとって居心地が悪かった場合，別の選択
肢が可能となるという利点がある反面，追い出され
るという側面も有しているのである。
藤後・三好・井梅・大橋・川田（2018）は，子ども
のスポーツを通して保護者も傷つくことや保護者自
身が追い込まれこともあるということを報告してい
る。特別支援児のみでなく保護者も含めたチーム全
体へのサポートが必要となろう。
特別支援児の指導を通して生まれた結果
特別支援児との関わりを通じた経験は困難ばかり
でない。指導者は，特別支援児と他児の関わりを前向
きにとらえるようにしていた。まず，特別支援児に対
し〈他児の理解による協力〉が行われることで，他児
が特別支援児のスポーツ活動への参加を助けてくれ
ることもある。そのことは，特別支援児にとってだけ
でなく，〈関わりを通じて他児の成長を促す〉ことに
もなる。このようなピア同士での助け合いでは，教わ
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る側よりも教える側の方が理解向上などの恩恵を得
るという「ヘルパーセラピー原則」（Riessman, 1965）
が作用しているのだろう。指導者達は子ども同士の
間に生まれるピアサポート機能を活かしているよう
だ。
特別支援児を指導する中で，指導者自身の変化も
生じる。ネガティブな側面としては〈指導者の傷つ
き〉がある。これまでの指導法が通じなかったことの
ショックは大きい。このような場合，指導者の抑うつ
やバーンアウトといった問題のリスクも高まるかも
しれない。一方，ポジティブな側面として，〈関わり
を通じた指導者の成長〉の実感，つまり特別支援児へ
の指導を通じ自身の指導力を高めることができたと
いう実感が挙がる。このように有効な現場の知見を
積み上げられたケースでは，陰田・入口・上野・ベ
ネット（2014）が提唱している「さまざまな問題を発
見・設定し，状況を変容させるべく行動し，そこへリ
フレクションを導入して次の実践につなげていく」
ことができる反省的実践家としてのスポーツ指導者
の成長につながるであろう。しかし，指導者達が体験
をもとに作り上げた知見は時として素人理論になり
かねない。指導者達が学びの場を求めていたように，
特別支援児の対応に疑問を感じた時に相談できる窓
口やスーパーバイズ制度などの設置が求められる。
子ども，指導者，保護者と全ての人が安心できるス
ポーツ環境の構築に期待したい。
特別支援児の障害特性について
本研究では，特別支援児を取り上げたが，特別支援
が意味する範囲は幅広い。そこでより詳細に本研究
で取り上げた特別支援児の障害特性について見てい
く。今回の調査では，特別支援児の問題の程度や診断
名などに関する客観的な指標は個人情報に関わる内
容であるために指導者には求めなかった。ゆえに障
害特性による指導者が直面する課題の分類はできな
かった。しかし，インタビュー内容からは，重度な自
閉スペクトラム症や重度な知的障害レベルの子ども
は参加しておらず，指導者が「気になる子」として例
に挙げた特性は，集団行動や他児と足並みをそろえ
ることが難しいなど社会性や衝動性を背景とするも
のが多かった。また〈指示が入らない〉の背景には，
言語理解や言われたことがすぐにできにくいという
協調運動の問題も推測された。指導者は，集団への適
応を阻害するような発達特性に対して葛藤を覚えて

いた。
地域スポーツにおける特徴について
地域スポーツの指導者が直面する課題は，学校現
場の指導で直面する課題や日常生活で直面する課題
と類似しており，学校や療育で積み重ねてきた経験
が応用可能であろう。
しかしながら地域スポーツの特徴も浮かび上がっ
てきた。1点目は，勝負という成果や技術の向上を求
められることである。学童や総合型地域スポーツは
それほどでもないが，民間のスクールや少年団の流
れを組むスポーツは勝負の結果へのこだわりや子ど
もの技術力向上に対して指導者や保護者の期待は高
い。これは日常生活場面や教科教育の体育場面とは
異なることであろう。

2点目は，指導者の研修機会の少なさである。学校
現場では，特別支援の流れから，特別支援児の理解や
対応方法についても研修を受ける機会が多い。しか
しながら地域スポーツ指導者を対象とした研修は，
そもそも研修参加が義務ではないため回数も少な
く，かつ内容も発達障害に特化したものは非常に少
ない。西村（2020）が発達障害に精通した柔道指導者
4人で指導者に向けて開いた研修会の満足度が高
かったように，潜在的なニーズは高いであろう。今後
研修内容の検討や研修への参加促進が期待される。

3点目の特徴は，保護者の存在である。学校現場で
は，体育の様子を保護者が見学できる機会は限られ
ている。しかし地域スポーツは保護者の協力なしに
は成り立たず，保護者達がチームの子ども達の様子
を常に見ることとなる。指導者は，指導内容や勝敗に
ついて保護者からのプレッシャーを感じることとな
るため（大橋他，2017），集団を乱すような子どもの
行動は，いかなる背景があったとしても否定的に思
われがちとなる。今後は子どもに関わる大人全体で
子ども達を理解し，支える必要性があろう。そのため
には，指導者のみでなく，保護者を対象とした研修会
も求められる。
本研究の成果と限界
最後に本研究の成果と限界について述べる。本研
究の成果は，通常の教育現場とは異なり，特別支援児
に関する研修機会が乏しい地域スポーツの指導者が
直面する問題構造を明らかにしたことであろう。そ
の上で，特別支援児の地域スポーツ環境を整えるた
め，指導者に加え保護者へのサポートや啓発活動の
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必要性を指摘した。地域スポーツには保護者の関与
が大きいため，保護者の視点を確認できたことは重
要であった。
一方，本研究の限界として，対象者が関東地区の比
較的若い 13人にすぎないこと，縁故方式を用いたた
め指導種目の偏りが生じたことで競技特性や競技者
の性差などを分析の視点に加えることができなかっ
たことがある。今回対象となった指導者は，常に子ど
も中心に指導を工夫されていた方が多く，怒鳴るな
どのネガティブな対応は示されなかった。M-GTA
の特性である「応用を検証の場」（木下，2007）として
より広い知見を得たい。
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